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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ部を装着した前面壁部の内側に撮像素子が設けられ、かつ背面壁部にスイッチ類
を配置したカメラ本体よりなるビデオカメラ装置において、
　前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを備えるカメラ枠体の両側面にそれ
ぞれ第１と第２側板部を設けてなり、該第１側板部の内面側には回路基板を光軸方向に沿
って垂設配置して第１の放熱板を設け、かつ該第２側板部側には該第２側板部と第２の放
熱板との間にカメラアダプタ部及び又は記録装置が設けられ、前記ビデオカメラ装置が、
前記第２側板部を前記カメラ枠体の一側面に結合する交換可能な側板ドッカブル構造であ
って、
　前記第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成し、平行に配置され、前記空隙
を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及び下面部にそれ
ぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上下方向に外気が
流れる放熱のための空気流路と、
　前記第１側板部にはレンズ部側の正面壁部と背面壁部にそれぞれ貫通孔を形成し複数の
前記回路基板間の空隙に空気が流入する光軸方向の空気流路から成る独立した２つの空気
流路を形成し、
　前記カメラ枠体には前記回路基板と前記第１の放熱板が配置された凹嵌部が設けられ、
前記第２側板部の前記カメラアダプタ部のモジュール部と前記第２の放熱板が前記凹嵌部
に嵌入すること
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を特徴とするビデオカメラ装置。
【請求項２】
　レンズ部を装着した前面壁部の内側に撮像素子が設けられ、かつ背面壁部にスイッチ類
を配置したカメラ本体よりなるビデオカメラ装置の放熱構造であって、
　前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを配置したカメラ枠体の両側面にそ
れぞれ第１と第２側板部が設けられてなり、該第２側板部の内側にはカメラアダプタ部及
び又は記録装置が設けられ、前記カメラ枠体の一側面に該第２側板部を分離・合体可能と
した側板ドッカブル構造であって、
　前記第１側板部の内面側に複数の回路基板を光軸方向に沿って垂設配置して第１の放熱
板が設けられ、かつ前記第２側板部の内面側にカメラアダプタ部及び又は記録装置を実装
する箱部材が設けられ、該箱部材の外面に第２の放熱板が設けられ、
　光軸方向に平行に配置された前記第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成し
て自然空冷により放熱するものであり、
　前記空隙を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及び下
面部にそれぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上下方
向に外気が流入する放熱のための空気流路と、
　前記第１側板部のレンズ部側の正面壁部及び背面壁部に貫通孔をそれぞれ設けて複数の
前記回路基板間の空隙に外気が流入する光軸方向の空気流路と、
を形成して放熱することを特徴とするビデオカメラ装置の放熱構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放熱性の良い側板ドッカブル構造のビデオカメラ装置及びその放熱構造に関
し、詳しくは、業務用のビデオカメラ装置であって、回路基板に実装した電子部品から発
生する熱を自然放熱する空気流路を設けた側板ドッカブル構造のビデオカメラ装置及びそ
の放熱構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、業務用のビデオカメラ装置には、カメラ本体とＶＴＲ部とが一体型のものや、カ
メラ本体とＶＴＲ部とが信号ケーブルで接続されるもの或いはカメラ本体とＶＴＲ部とが
分離・合体自在に構成されたドッカブル型ビデオカメラ装置等とがある。ビデオカメラ装
置では、一般にカメラ本体の上部に空冷用ファンが備えられ、空冷用ファンで筐体内部で
発生する熱を強制的に外部に排出して空冷する方法が採られている。また、ビデオカメラ
本体の側板に付設したヒートシンクを介して自然冷却するものや、空冷用ファンとヒート
シンクとを組み合わせて放熱するのも等がある。
【０００３】
　空冷用ファンを用いて放熱するビデオカメラ装置では、上部に空冷用ファンが設けられ
ることから発生した熱が上部から放出され、カメラ本体の上部に設けた把持部を握る撮影
者の手に熱が排出されて不快感を与えて使い勝手が悪いといった問題点があった。図５（
ａ）～（ｃ）を参照し、従来の放熱の問題を改善するビデオカメラ装置について説明する
。図５（ａ）はドッカブル型ビデオカメラ装置を示し、カメラ本体１にはレンズ部２と上
部に把持部３とが設けられ、その内部にＣＣＤ等による撮像素子４と、撮像素子４からの
撮像信号を信号処理する回路基板５とが設けられ、回路基板５には発熱する電子部品６が
実装され、電子部品６に伝熱シート７を接触させて設けられ、撮像素子４の背面側にはカ
メラ本体１内部と連通せず、外部と連通する放熱用空気流通路８が形成され、空冷用ファ
ンで強制空冷することなく、電子部品６から発生した熱を伝熱シート７に伝達し放熱用空
気流通路８を通してカメラ本体１から外部へと排出している。回路基板５は光軸に対して
直交方向に配置され、放熱用空気流通路８は回路基板５に平行であり、光軸に対して直交
方向に配置されている。カメラ本体１内部と連通してない放熱用空気流通路８には、図５
（ｂ）に示すように、上下方向に外部と連通する開口部９ａがあり、また、図５（ｃ）で
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は、上方と側方とで外部と連通する開口部９ａ，９ｂがある（例えば、特許文献１参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－９８９２４号公報（明細書全文，図面全図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のドッカブル型ビデオカメラ装置では、通常、カメラ本体と記録装
置（ＶＴＲ部）とを分離・合体自在とした構成であり、個々に放熱機構を設けて放熱する
必要があり、そのためにカメラ本体内に収納する回路基板の収納容積が狭くなる傾向にあ
り、また、回路基板は光軸に対し直交方向に配置され、回路基板の枚数も増加する傾向に
あり、コスト的にも高価になる傾向があった。従来のドッカブル型ビデオカメラ装置では
、前後で分離・合体自在する構造であり、このような分離構造では、上記のような問題点
が生じるため、分離・合体する位置等を変更し、放熱構造を互いに共通にした一体化構造
として簡略化し、回路基板の枚数を減らして重量を低減することが望まれていた。
【０００６】
　さらに、特許文献１のビデオカメラ装置を参照し、その放熱構造について説明すると、
回路基板が光軸に対して直交方向に配置され、回路基板のサイズがカメラ本体の横幅で制
限され、回路基板が小型になり、種々の機能を得るためには回路基板の枚数を多くしなけ
ればならないといった欠点があった。即ち、回路基板の枚数が多くなれば、回路基板の枚
数に応じて放熱用空気流通路を設けねばならないし、配線（ハーネス）が複雑になる欠点
を有し、カメラ本体が大型化する要因になる欠点があり、また、放熱用空気流通路は電子
部品が接触する側が熱伝導率の高い材質、例えば、マグネシウム、アルミニウム、銅等が
使用され、反対側の素材が熱伝導率の低い材質、例えば、ＡＢＳ、ＰＣ等の樹脂材料が使
用されており、構造が複雑になるし、重量も重くなる欠点があり、コスト的にも高価にな
る欠点があった。
【０００７】
　このような従来のドッカブル型ビデオカメラ装置では、カメラ本体に放熱構造が設けら
れるとともにＶＴＲ部（周辺機器）にも別途放熱構造を設ける必要があり、両方に設けら
れる放熱構造により重量が重くなり、コスト的にも高価になることから、新規なドッカブ
ル構造であって、放熱構造を共有して簡素化し軽量化が計られるビデオカメラ装置が望ま
れていた。
【０００８】
　本発明は、上記課題を達成したものであり、請求項１の発明は、レンズ部を装着した前
面壁部の内側に撮像素子が設けられ、かつ背面壁部にスイッチ類を配置したカメラ本体よ
りなるビデオカメラ装置において、
　前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを備えるカメラ枠体の両側面にそれ
ぞれ第１と第２側板部を設けてなり、該第１側板部の内面側には回路基板を光軸方向に沿
って垂設配置して第１の放熱板を設け、かつ該第２側板部側には該第２側板部と第２の放
熱板との間にカメラアダプタ部及び又は記録装置が設けられ、前記ビデオカメラ装置が、
前記第２側板部を前記カメラ枠体の一側面に結合する交換可能な側板ドッカブル構造であ
って、
　前記第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成し、平行に配置され、前記空隙
を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及び下面部にそれ
ぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上下方向に外気が
流れる放熱のための空気流路と、
　前記第１側板部にはレンズ部側の正面壁部と背面壁部にそれぞれ貫通孔を形成し複数の
前記回路基板間の空隙に空気が流入する光軸方向の空気流路から成る独立した２つの空気
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流路を形成し、
　前記カメラ枠体には前記回路基板と前記第１の放熱板が配置された凹嵌部が設けられ、
前記第２側板部の前記カメラアダプタ部のモジュール部と前記第２の放熱板が前記凹嵌部
に嵌入すること
を特徴とするビデオカメラ装置である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記課題を達成したものであり、請求項１の発明は、レンズ部を装着した前
面壁部の内側に撮像素子が設けられ、かつ背面壁部にスイッチ類を配置したカメラ本体よ
りなるビデオカメラ装置において、
　前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを備えるカメラ枠体の両側面にそれ
ぞれ第１と第２側板部を設けてなり、該第１側板部の内面側には回路基板を光軸方向に沿
って垂設配置して第１の放熱板を設け、かつ該第２側板部側には該第２側板部と第２の放
熱板との間にカメラアダプタ部及び又は記録装置が設けられ、前記ビデオカメラ装置が、
前記第２側板部を前記カメラ枠体の一側面に結合する側板ドッカブル構造であって、前記
第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成したことを特徴とするビデオカメラ装
置である。
【００１３】
　また、請求項２の発明は、レンズ部を装着した前面壁部の内側に撮像素子が設けられ、
かつ背面壁部にスイッチ類を配置したカメラ本体よりなるビデオカメラ装置の放熱構造で
あって、
　前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを配置したカメラ枠体の両側面にそ
れぞれ第１と第２側板部が設けられてなり、該第２側板部の内側にはカメラアダプタ部及
び又は記録装置が設けられ、前記カメラ枠体の一側面に該第２側板部を分離・合体可能と
した側板ドッカブル構造であって、
　前記第１側板部の内面側に複数の回路基板を光軸方向に沿って垂設配置して第１の放熱
板が設けられ、かつ前記第２側板部の内面側にカメラアダプタ部及び又は記録装置を実装
する箱部材が設けられ、該箱部材の外面に第２の放熱板が設けられ、
　光軸方向に平行に配置された前記第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成し
て自然空冷により放熱するものであり、
　前記空隙を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及び下
面部にそれぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上下方
向に外気が流入する放熱のための空気流路と、
　前記第１側板部のレンズ部側の正面壁部及び背面壁部に貫通孔をそれぞれ設けて複数の
前記回路基板間の空隙に外気が流入する光軸方向の空気流路と、
を形成して放熱することを特徴とするビデオカメラ装置の放熱構造である。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１の発明では、請求項１の発明は、レンズ部を装着した前面壁部の内側に撮像素
子が設けられ、かつ背面壁部にスイッチ類を配置したカメラ本体よりなるビデオカメラ装
置において、前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを備えるカメラ枠体の両
側面にそれぞれ第１と第２側板部を設けてなり、該第１側板部の内面側には回路基板を光
軸方向に沿って垂設配置して第１の放熱板を設け、かつ該第２側板部側には該第２側板部
と第２の放熱板との間にカメラアダプタ部及び又は記録装置が設けられ、前記ビデオカメ
ラ装置が、前記第２側板部を前記カメラ枠体の一側面に結合する交換可能な側板ドッカブ
ル構造であって、前記第１と第２の放熱板間に外気が流入する空隙を形成し、平行に配置
され、前記空隙を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及
び下面部にそれぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上
下方向に外気が流れる放熱のための空気流路と、前記第１側板部にはレンズ部側の正面壁
部と背面壁部にそれぞれ貫通孔を形成し複数の前記回路基板間の空隙に空気が流入する光
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軸方向の空気流路から成る独立した２つの空気流路を形成し、前記カメラ枠体には前記回
路基板と前記第１の放熱板が配置された凹嵌部が設けられ、前記第２側板部の前記カメラ
アダプタ部のモジュール部と前記第２の放熱板が前記凹嵌部に嵌入することを特徴とする
ビデオカメラ装置であるので、第２側板部をドッカブル方式でドッキングすることが可能
であり、回路基板を収納するための光軸方向に沿った長手方向の空間を形成することがで
き、この空間内に、第１と第２側板部間に複数枚の回路基板を光軸方向に沿って平行に垂
設することができるし、第１側板部側の回路基板の第１放熱板による放熱構造と、カメラ
アダプタ部及び又は記録装置を設けた第２側板部側の第２放熱板による放熱構造とを共有
した一体の放熱構造とし、自然放熱による放熱構造を簡略化して軽量化が計られ、コスト
的にも安価な側板ドッカブル構造のビデオカメラ装置を提供できる利点がある。
　また、回路基板を従来より大型にできるし、回路基板の第１の放熱板による放熱構造と
カメラアダプタ部側の放熱構造とを共有して一体とすることで軽量化に寄与し、コスト的
にも安価なものとなる利点がある。
　また、第２側板部に設けたカメラアダプタ部のモジュール部等に設けた第２の放熱板を
凹嵌部に嵌入することによって、第１の放熱板に対して第２の放熱板を平行に配置するこ
とができ、これらの部材の空隙による空気流路が容易に形成できる利点がある。
　また、空気流路はカメラ本体内にも通じており、カメラ本体内に収納した回路基板間の
空隙にも上下方向及び光軸方向から空気が流入して流路が形成され、効率良く自然放熱す
ることができる。
【００２０】
　また、請求項２の発明では、レンズ部を装着した前面壁部の内側に撮像素子が設けられ
、かつ背面壁部にスイッチ類を配置したカメラ本体よりなるビデオカメラ装置の放熱構造
であって、前記カメラ本体が、前記前面壁部と前記背面壁部とを配置したカメラ枠体の両
側面にそれぞれ第１と第２側板部が設けられてなり、該第２側板部の内側にはカメラアダ
プタ部及び又は記録装置が設けられ、前記カメラ枠体の一側面に該第２側板部を分離・合
体可能とした側板ドッカブル構造であって、前記第１側板部の内面側に複数の回路基板を
光軸方向に沿って垂設配置して第１の放熱板が設けられ、かつ前記第２側板部の内面側に
カメラアダプタ部及び又は記録装置を実装する箱部材が設けられ、該箱部材の外面に第２
の放熱板が設けられ、光軸方向に平行に配置された前記第１と第２の放熱板間に外気が流
入する空隙を形成して自然空冷により放熱するものであり、前記空隙を形成する前記第１
と第２の放熱板に対応する前記カメラ本体の上面部及び下面部にそれぞれ通気孔を設け、
前記空隙と該通気孔とを通して前記カメラ本体内に上下方向に外気が流入する放熱のため
の空気流路と、前記第１側板部のレンズ部側の正面壁部及び背面壁部に貫通孔をそれぞれ
設けて複数の前記回路基板間の空隙に外気が流入する光軸方向の空気流路と、を形成して
放熱することを特徴とするビデオカメラ装置の放熱構造であるので、第２側板部がドッカ
ブル方式でドッキングする側板ドッカブル構造のビデオカメラ装置であり、ビデオカメラ
装置内部に回路基板を収納するための長手方向の比較的大きな空間が形成され、この空間
内に、複数枚の回路基板を光軸方向に沿って平行に垂設して第１の放熱板を設けて第１の
放熱構造を形成し、第２側板部にカメラアダプタ部及び又は記録装置を設けた第２の放熱
板による第２の放熱構造を形成することによって、第１と第２の放熱板を平行に配置し対
面させて一体の放熱構造とし、簡略化された自然放熱による放熱構造を形成することがで
き、軽量化が可能であるとともに、配線を簡素化でき、コスト的にも安価なビデオカメラ
装置の放熱構造が提供できる利点がある。
　また、第１側板部側に設けた第１の放熱板と、第２側板部側に設けた第２の放熱板間に
形成された空隙とビデオカメラ枠体の上面壁部及び下面壁部に設けた通気孔とにより、上
下方向に空気が流れる空気流路が形成されて効率良く自然放熱することができる利点があ
る。
　また、カメラ本体内に上下方向の空気の流れに加えて光軸方向の空気の流れを形成する
ことができ、自然放熱による一層効率の良い放熱構造を提供できる利点がある。
【００２１】
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　また、請求項６の発明では、請求項５に記載のビデオカメラ装置の放熱構造であって、
　平行に配置され、前記空隙を形成する前記第１と第２の放熱板に対応する前記カメラ本
体の上面部及び下面部にそれぞれ通気孔を設け、前記空隙と該通気孔とを通して前記カメ
ラ本体内に上下方向に外気が流入する放熱のための空気流路を形成したことを特徴とする
ビデオカメラ装置の放熱構造であるので、第１側板部側に設けた第１の放熱板と、第２側
板部側に設けた第２の放熱板間に形成された空隙とビデオカメラ枠体の上面壁部及び下面
壁部に設けた通気孔とにより、上下方向に空気が流れる空気流路が形成されて効率良く自
然放熱することができる利点がある。また、映像処理回路側の回路基板とカメラアダプタ
部側の放熱構造を共有することができるので、ビデオカメラ装置の軽量化に寄与し、コス
ト的にも利点がある。
【００２２】
　また、請求項７の発明では、前記第１側板部のレンズ部側の正面壁部及び背面壁部に貫
通孔をそれぞれ形成して光軸方向の空気流路を形成したことを特徴とする請求項６に記載
のビデオカメラ装置の放熱構造であるので、カメラ本体内に上下方向の空気の流れに加え
て光軸方向の空気の流れを形成することができ、自然放熱による一層効率の良い放熱構造
を提供できる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】本実施例の第２側板部を外した状態の分解斜視図である。
【図３】本実施例の第１側板部を外した状態の分解斜視図と要部拡大図である。
【図４】本実施例の空気流路を示す説明図である。
【図５】（ａ）は従来のドッカブル構造のビデオカメラ装置の側面図、（ｂ）は空気流路
の一例を示す要部斜視図、（ｃ）は空気流路の他の例を示す要部斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明のビデオカメラ装置及びその放熱構造の実施例について図面を参照し説明
する。なお、図１は本実施例の斜視図、図２は本実施例のビデオカメラ装置の側板部を分
離した状態を示す斜視図、図３は本実施例の第１側板部を外した状態の分解斜視図と要部
拡大図、図４は本実施例の放熱のための空気流路を示す説明図である。
【００２５】
　先ず、図１，図２を参照しビデオカメラ装置の実施例について説明する。ビデオカメラ
装置１０にはカメラ本体１１と、カメラ本体１１の前面壁に装着されるレンズ部１２とが
備えられ、レンズ部１２にはズームスイッチが設けられたグリップ部１２ａが設けられ、
カメラ本体１１の上面に把持部１３が設けられている。カメラ本体１１は上面壁部１４ａ
、前面壁部１４ｂ、背面壁部１４ｃ及び下面壁部１４ｄからなるカメラ枠体１４と、カメ
ラ枠体１４の両側面を覆う第１側板部１５ａと第２側板部１５ｂとからなる。カメラ枠体
１４の前部分に設けた区画部１４１　には撮像素子（図示なし）と撮像素子からの映像信
号を受ける回路基板とが配置され、背面部の区画部１４２　にはスイッチ類やコネクタ類
（図示なし）が背面壁部１４ｃに実装され、それらの配線が収納される。なお、詳しくは
、把持部１３はカメラ枠体１４の上面壁部１４ａに設けられ、レンズ部１２は前面壁部１
４ｂに装着される。なお、カメラ本体１１の上面壁部は把持部１３の一部とともに着脱可
能な蓋状部材で構成されており、本実施例ではその説明を省略する。
【００２６】
　本実施例のビデオカメラ装置１１は、カメラ枠体１４の両側面にそれぞれ第１と第２側
板部１５ａ，１５ｂを設けてカメラ本体１１を形成し、第２側板部１５ｂの内側に周辺機
器であるカメラアダプタ部及び又は記録装置が設けられ、カメラ枠体１４の一側面に第２
側板部１５ｂを結合してなる側板ドッカブル構造である。カメラ枠体１４には、区画部１
４１　，１４２　間に凹嵌部１４３　が形成され、凹嵌部１４３　の底部には、第１側板
部１５ａの内面側に設けた放熱板１６が配置され、放熱板１６は光軸方向に沿って平行で



(7) JP 5538987 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

あり、縦方向に垂設されている。第１側板部１５ａと放熱板１６との間に平行に複数枚の
回路基板２０（図３参照）が光軸方向に沿って垂設される。なお、図３では放熱板１６は
図示を省略している。回路基板２０に実装した発熱する電子部品を放熱板１６に接触させ
て回路基板２０を垂設して放熱板１６を通し効率良く放熱する。また、複数の回路基板２
０との間には空隙が形成され、放熱を良好なものとしている。
【００２７】
　第２側板部１５ｂは、その内面側にカメラアダプタ部１８のモジュール部１８ａが収納
される箱部材１９が設けられ、箱部材１９の底面部の表面側に放熱板１９ａが設けられ、
第２側板部１５ｂの表面側にはカメラアダプタ部１８のコネクタ１８ｂが設けられる。カ
メラアダプタ部１８はモジュール部１８ａとコネクタ１８ｂとからなり、カメラアダプタ
部１８は、トライアックスアダプタ（ＴＡ）又はファイバーアダプタ（ＦＡ）のモジュー
ル部であり、コネクタ１８ｂはトライアックスケーブル又はファイバーケーブルが接続さ
れる接続部である。ビデオカメラ装置１１は、トライアックスケーブル又はファイバーケ
ーブルによりカメラコントロールユニット（ＣＣＵ）と接続される。
【００２８】
　さらに、本実施例の放熱構造について説明する。本実施例では、ビデオカメラ装置が側
板ドッカブル構造であり、即ち、カメラ枠体１４に設けた凹嵌部１４３　に第２側板部１
５ｂの箱部材１９を嵌入して第２側板部１５ｂをカメラ枠体１４側面にネジで緊縮するこ
とによって、第２側板部１５ｂをカメラ枠体１４に装着することができる。本実施例のビ
デオカメラ装置は第２側板部１５ｂをドッカブル方式でドッキングすることが可能な側板
ドッカブル構造であり、スタジオシステムに応じてトライアックスアダプタ又はファイバ
ーアダプタであるカメラアダプタ部１８を形成した第２側板部１５ｂを容易に交換できる
とともに、第２側板部１５ｂをドッキングすることにより、カメラ枠体１４に設けた凹嵌
部１４３　に第２側板部１５ｂの箱部材１９が嵌入し、放熱板１９ａが第１側板部１５ａ
の内面側に設けた放熱板１６に平行に配置され、第１と第２の放熱板１６，１９ａ間に外
気が流入する空隙が形成される。
【００２９】
　また、カメラ本体１１の上面部及び下面部には、カメラ本体１１内に配置した第１と第
２の放熱板１６，１９ａにより形成される空隙に対応する位置にそれぞれ通気孔１７ａ，
１７ｂが形成される。第１と第２の放熱板１６，１９ａ間に外気が流入する空隙と、通気
孔１７ａ，１７ｂとを通して、カメラ本体１４内に上下方向に外気が流入する放熱のため
の空気流路Ａ（図４参照）が形成され、空気流路Ａによる放熱構造がビデオカメラ装置に
形成される。
【００３０】
　この放熱構造では、第１側板部１５ａの内側に設けた第１の放熱板１６と、第２側板部
１５ｂの内側に設けた箱部材１９の底板表面に設けられた第２の放熱板１９ａとが光軸方
向に沿って互い平行に配置されて空隙が形成され、回路基板２０の中で最も発熱する電子
部品が第１の放熱板１６に接触するように配置されて熱を伝導し、かつ箱部材１９内には
カメラアダプタ部１８のモジュール部１８ａが実装されて発生する熱が第２の放熱板１９
ａを介して伝導して放熱され、これら第１の放熱板１６と第２の放熱板１９ａとの空隙に
よって空気の流れが発生し易く、カメラ本体１１の上面部及び下面部に設けた通気孔１７
ａ，１７ｂにより空気流路Ａが形成され、外気の流入が容易な構造とし、自然放熱が容易
となっている。かつ、第１側板部１５ａと第１の放熱板１６間に平行に実装される複数の
回路基板２０間にも空隙が形成されて空気の流れが発生し易い放熱構造としている。また
、通気孔１７ａ，１７ｂは、第１と第２の放熱板１６，１９ａとの空隙の上方及び下方に
形成されており、たとえ、雨水が通気孔１７ａ，１７ｂからカメラ本体１１内に侵入した
としても直接電子部品側に流れ込むことが抑制されている。
【００３１】
　また、箱部材１９内に実装されるモジュール部１８ａは、トライアックスアダプタ（Ｔ
Ａ）又はファイバーアダプタ（ＦＡ）である。なお、箱部材１９には映像信号を記録する
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ハードディスクやフラシュメモリ等の記録装置（図示なし）を装着するようにしてもよい
し、カメラアダプタ部１８を設けることなく、記録装置のみを装着するようにしてもよい
（図示なし）。箱部材１９内に記録装置が装着される場合も同様にその発熱面を放熱板１
９ａに接触させる。
【００３２】
　一方、回路基板２０（図３参照）は、光軸方向に配置されるので、回路基板の面積を、
従来のカメラ部とＶＴＲ部とを分離・合体するドッカブル型ビデオカメラ装置に使用され
る回路基板では、カメラ本体の幅方向に回路基板が配置されるので回路基板を小型にして
枚数を多くする必要があったが、側板ドッカブル構造のビデオカメラ装置であるので、光
軸方向、即ちカメラ本体の長手方向に回路基板を配置することができ、回路基板の面積を
従来より拡大することができる。その結果、回路基板の枚数を少なくすることができるし
、回路基板間を接続する配線（ハーネスケーブル）を少なくすることができ、コスト的に
も安価になり、軽量化にも寄与する。
【００３３】
　続いて、図３を参照し、本発明の他の実施例について説明する。図３の実施例は、上記
実施例と同様の構造であり、第１側板部１５ａが相違している。即ち、第１側板部１５ａ
のレンズ部１２側の正面壁部１５１ 及び背面壁部１５２ に通気孔２１，２２がそれぞれ
形成され、これらの通気孔２１，２２によって、カメラ本体１１内に収納された複数の回
路基板２０間の空隙に空気が流入する光軸方向の空気流路Ｂが形成される。また、上記実
施例では空気流路Ａが形成されるので、本実施例では、上下方向の空気流路Ａと光軸方向
の空気流路Ｂとによって、回路基板２０とモジュール部１８ａ（図２参照）とを放熱板１
６，１９ａで効率良く放熱することができる。無論、第２側板部１５ｂの正面壁部１５１

 及び背面壁部１５２　に通気孔に設けても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明の活用例としては、スタジオ等のシステムに応じてカメラアダプタ部を容易に交
換して撮影が可能なビデオカメラ装置として利用することができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　ビデオカメラ装置
　１１　カメラ本体
　１２　レンズ部
　１２ａ　グリップ部
　１３　把持部
　１４　カメラ枠体
　１４ａ　上面壁部
　１４ｂ　前面壁部
　１４ｃ　背面壁部
　１４ｄ　下面壁部
　１４１　，１４２　　区画部
　１４３　　凹嵌部
　１５ａ　第１側板部
　１５ｂ　第２側板部
　１５１　　正面壁部
　１５２　　背面壁部
　１６　放熱板
　１７ａ，１７ｂ　通気孔
　１８　カメラアダプタ部
　１８ａ　モジュール部
　１８ｂ　コネクタ
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　１９　箱部材
　１９ａ　放熱板
　２０　回路基板
　Ａ，Ｂ　空気流路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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